
「世
界
最
強
の
企
業
の

一
つ
ト
ヨ
タ
自
動
車
は
、
モ
ノ
ゃつ
く
り
の
伝
統
を
次
世
代
に
伝
え
、
ま
た
海
外
の
エ
ン
ジ
“一ア
に

モ
ノ
づ
く
り
の
技
術
・精
神
を
輸
出
す
る
た
め
、
ビ
ジ
ュ
ア
ル
・コ
ミ
ュ
一ケ
ー
シ
ョ
ン
ロシ
る
ア
ム
（テ
レ
ビ
電
話
会
議
シ
る
ア
ム
）を

含
め
た
ビ
ジ
ュ
ア
ル
・マ
王
ア
ル
等
を
独
自
に
開
発
、
活
用
し
て
い
る
」
と
ビ
ジ
ュ
ア
ル
・コ
ミ
ュ
一ケ
ー
シ
ョ
ン

推
進
協
議
会
会
長
の
児
玉
充
氏
は
語
る
。
ま
た
、
ト
ヨ
タ
自
動
車
だ
け
で
な
く
、
情
報
化
最
先
端
を
行
く
企
業
や
自
治
体
は
、

既
に
ビ
ジ
ュ
ア
ル
・コ
ミ
ュ
一ケ
ー
シ
ョ
ン
・シ
ス
テ
ム
を
積
極
的
に
活
用
し
て
い
る
と
い
え

ど
う
や
ら
我
々
が
描
く
『テ
レ
ビ
電
話
会
議
』と
い
つ
概
念
―
―
‐管
理
職
だ
け
が
利
用
し
、
高
コ
ス
ト
で
、
画
像
圭
日
質
が
悪
く
、

場
所
を
取
る
―
―
は
、
既
に
過
去
の
も
の
で
あ
る
よ
う
だ
。
本
稿
で
は
、
ビ
ジ
ュ
ア
ル
・コ
ミ
ュ
一ケ
ー
シ
ョ
ン
の
普
及
の
背
景
、

メ
リ
ッ
Ｌ

導
入
事
例
を
述
べ
な
が
ら
、
そ
の
可
能
性
―
―
ワ
ー
ク
ネ
塚
イ
ル
の
変
革
―
―
を
探
っ
て
い
き
た
晩

１
】ビジュアル・コミュ一ケーション

ビ
ジ
ュ
ア
ル
・コ
ミ
ュ

一ケ
ー
シ
ョ
ン
普
及
の
背
景

ビ
ジ

ュ
ア
ル

・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
、

「映
像

・
音
声

・
テ
キ
ス
ト

（文
字
）
を
融
合
し

た
、
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
」
と
定
義
さ
れ
、
ま
た
、
ビ
ジ
ュ
ア
ル

・
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
実
現
す
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ

ー
ム
ー
ー
Ｔ
Ｖ
電
話
会
議
シ
ス
テ
ム
ー
ー
を
ビ
ジ

ュ
ア
ル

・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

・
シ
ス
テ
ム
と

呼
ぶ
。
か
つ
て
テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム
は
、
大
企

業
に
よ
る
導
入
に
限
定
さ
れ
、
利
用
者
も
会
社
の

ト
ッ
プ
の
み
で
あ

っ
た
。
こ
れ
は
専
用
線
や
専
用

ル
ー
ム
が
必
要
な

？ヽ
え
、
導
入
費
用
や
運
用
コ
ス

卜
が
非
常
に
高
か
っ
た

（数
千
万
～
数
億
円
）
た

め
だ
。
し
か
し
、
昨
今
、
テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム

を
全
社
に
導
入
す
る
企
業
が
現
れ
る
な
ど
、
ビ
ジ

ュ
ア
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
普
及
が
加
速

し
て
い
る
。

企
業
に
お
け
る
ビ
ジ
ュ
ア
ル

シ
ョ
ン
普
及
の
最
大
の
要
因
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

ブ
ロ
ー
ド
バ
ン

宣伝会議●2005.12.1



[図・1]テレビ会議/WEB会 議市場規模予測(国内)
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ド
の
急
速
な
普
及
に
あ
る
。
Ｉ
Ｐ
化
に
よ
っ
て
常

時
接
続
、
通
信
コ
ス
ト
の
低
下
が
可
能
と
な
り
、

情
報
イ
ン
フ
ラ
環
境
が
整
っ
た
。
情
報
イ
ン
フ
ラ

環
境
が
整
う
に
つ
れ
、
ビ
ジ
ュ
ア
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
・
シ
ス
テ
ム
の
高
機
能
化
、
低
価
格

化
も
進
ん
だ
。
ま
た
、
シ
ス
テ
ム
導
入
も
非
常
に

容
易
と
な
り
、
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
環
境
で
Ｐ
Ｃ
が

あ
れ
ば
、
ソ
フ
ト
の
イ
ン
ス
ト
ー
ル
と
カ
メ
ラ
の

設
置
の
み
で
導
入
で
き
る
。
さ
ら
に
、
ビ
ジ
ュ
ア

ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
。
シ
ス
テ
ム
の
多
様

化
が
進
ん
だ
こ
と
も
市
場
拡
大
に
拍
車
を
か
け
て

い
る
。
現
在
、
会
議
室
ベ
ー
ス
の
専
用
端
末
式
テ

レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム
や
、
車
上
の
パ
ソ
コ
ン
を
利

用
す
る
Ｐ
Ｃ
タ
イ
プ
テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム
、
さ

ら
に
は
携
帯
電
話
と
の
連
携
な
ど
、
各
用
途

・
シ

ー
ン
に
合
わ
せ
た
シ
ス
テ
ム
が
存
在
す
る
。

調
査
会
社
シ
ー
ド

・
プ
ラ
エ
ン
グ
に
よ
る
と
、

Ｔ
Ｖ
電
話
会
議
シ
ス
テ
ム
の
国
内
市
場
規
模
は
２

０
０
３
年
の
１
２
５
億
円
か
ら
２
０
１
０
年
に
は

約
８
倍
の
１
、
０
３
０
億
円
ま
で
拡
大
す
る
見
通

し

［図

・
１
］。
た
だ
し
、
当
予
測
は
法
人
市
場

の
み
対
象
で
か
つ
１
社
当
た
り
１
、
２
台
の
み
導

入
す
る
と
い
う
前
提
で
作
ら
れ
て
お
り
、
か
な
り

保
守
的
。
筆
者
は
、
中
期
的
に
は

ｅ
ｌ
Ｊ

ａ
ｐ
ａ

ｎ
構
想
に
よ
り
世
界
で
最
も
高
速
か
つ
低
価
格
の

ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
環
境
が
構
築
さ
れ
、
大
手
企
業

だ
け
で
な
く
中
小
企
業
、
さ
ら
に
は
家
庭
や
個
人

に
ま
で
市
場
が
拡
大
す
る
と
予
想
し
て
お
り
、
市

場
は
爆
発
的
に
拡
大
す
る
と
見
て
い
る
。
ビ
ジ
ュ

ア
ル

・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
つ
ま
り
、
「場

所
、
時
間
、
費
用
に
と
ら
わ
れ
な
い
、
映
像

・
音

声

・
デ
ー
タ
を
統
合
し
た

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
」
の
時
代
が
確
実
に
近
づ
い
て
い
る
。

多
様
化
す
る
ビ
ジ
ュ
ア
ル

・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン

・
シ
ス
テ
ム
の
中
で
、
今
、
最
も
注
目
さ
れ

て
い
る
の
が
［図

。
１
］
に
あ
る
よ
う
に
卓
上
の
パ

ソ
コ
ン
を
利
用
す
る
Ｐ
Ｃ
タ
イ
プ
テ
レ
ビ
会
議
シ

ス
テ
ム
だ
。
業
務
の
大
半
を
パ
ソ
コ
ン
で
処
理
す

る
企
業
が
増
え
、
社
員

一
人
に
パ
ソ
コ
ン

一
台
が

当
た
り
前
と
な
り
つ
つ
あ
る
。
そ
ん
な
中
で
、
企

業
で
コ
ス
ト
削
減
と
ワ
ー
ク
ス
タ
イ
ル
の
変
革
を

目
的
と
し
た
Ｉ
Ｐ
電
話
の
導
入
が
進
み
始
め
た
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
線
で
通
話
を
行
う
Ｉ
Ｐ
電
話

は
、
デ
ー
タ
フ
ア
イ
ル
や
映
像
と
運
動
し
、
Ｐ
Ｃ

タ
イ
プ
テ
レ
ビ
《
墓
誠
シ
ス
テ
ム
を
実
現
し
て
い
る
。

ビ
ジ
ュ
ア
ル
・コ
ミ
ュ

一ケ
ー
シ
ョ
ン
の
メ
リ
ッ
ト

「組
織
内
で
の
マ

ュヽ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
強
化

”

リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
フ
ェ
イ
ス
・ツ
ー
・フ
ェ
イ
ス

で
あ
る
こ
と
」

ビ
ジ
ュ
ア
ル

・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
ビ
ジ

ネ
ス
面
か
ら
見
た
メ
リ
ッ
ト
は
何
だ
ろ
う
か
。
日

本
大
学
商
学
部

。
大
学
院
商
学
科
教
授
兼
ビ
ジ
ュ

ア
ル

・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
推
進
協
議
会
会
長

の
児
玉
充
氏
に
そ
の
点
を
伺

っ
た
。
現
在
、
ビ
ジ

ネ
ス

・
シ
ー
ン
で
最
も
利
用
さ
れ
て
い
る
コ
ミ
ュ

PCタイプ

専用端末タイプ

その他
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ビジュアル・コミュニケーション

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ツ
ー
ル
は
電
子
メ
ー
ル
だ
が
、

児
玉
教
授
は
、
「確
か
に
電
子
メ
ー
ル
は
、
形
式
知

―
―
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
化
済
み
の
知
識
―
―
の
運
結

化

・
効
率
化
で
大
き
な
威
力
を
発
揮
す
る
。
し
か

し
、　
一
方
向
で
リ
ア
ル
タ
イ
ム
性
の
な
い
電
子
メ

ー
ル
で
は
、
組
織
内
で
の
十
分
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
強
化
や
意
思
決
定
の
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
は

困
難
で
あ
る
」
と
考
え
る
。
「組
織
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
に
お
い
て
最
も
重
要
な
要
素
は
、
フ
ェ

イ
ス

・
ツ
ー

・
フ
ェ
イ
ス
に
よ
る
個
と
個
の
共

感

・
共
鳴
。
電
子
メ
ー
ル
で
は
こ
れ
を
実
現
で
き

な
い
か
ら
だ
」と
児
玉
氏
は
強
調
す
る
。
一
方
、
昨

今
注
目
さ
れ
る
ビ
ジ
ュ
ア
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
は
、
双
方
向
か
つ
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
フ
ェ
イ

ス
・
ツ
ー

・
フ
ェ
イ
ス
を
実
現
で
き
る
。
そ
の
た

め
、
「ビ
ジ
ュ
ア
ル

・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
、

従
来
の
形
式
知
の
連
結
化

・
効
率
化
に
加
え
て
、

暗
黙
知
―
＝
信
念
や
思
い
―
―
の
レ
ベ
ル
で
、
新

た
な
発
想
、
思
考
、
情
緒
を
誘
発
さ
せ
、
新
た
な

価
値
を
生
み
出
す
可
能
性
が
あ
る
」
と
児
玉
氏
は

主
Ｗ
っ
Ｌ芹
垢

「部
署
別
た
て
割
り
主
義
の
弊
等
を
打
破

”

組
織
問
・部
署
間
で
の
で

ュヽ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

促
進
に
役
立
つ
」

児
玉
氏
に
よ
れ
ば
、
「ビ
ジ
ュ
ア
ル

・
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
最
も
本
質
的
な
威
力
を
発
揮
す

る
の
は
、
組
織
間
及
び
部
署
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
で
活
用
す
る
場
合
で
あ
る
」
と
い
う
。
組

織
内
に
お
い
て
は
、
分
業
化
に
よ
り
部
署
間
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
希
薄
に
な
り
、
『部
署
別

タ
テ
割
り
主
義
』
の
弊
害
が
起
こ
っ
て
い
る
。
こ

の
タ
テ
割
り
の
弊
害
を
打
被
す
る
に
は
、
部
署
問

同
士
の
意
思
疎
通
を
図
る
必
要
が
あ
り
、
そ
の
際

ビ
ジ
ュ
ア
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
大
い
に

役
に
立
つ
。
ま
た
、
新
た
な
ア
イ
デ
ア
や
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
は
、
異
な
る
考
え
を
持
つ
部
署
が
集
ま

っ
て
対
話
す
る
際
に
生
ま
れ
易
い
。
そ
の
た
め
、

「部
署
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
活
性
化
さ

せ
る
役
割
を
持
つ
ビ
ジ
ュ
ア
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
は
、
『創
造
的
経
営
』
を
生
み
出
す
推
進

力
と
な
り
得
る
」
と
児
玉
氏
は
強
調
す
る
。
さ
ら

に
、
今
後
の
ビ
ジ
ネ
ス
環
境
を
鑑
み
る
と
、
組
織

間
で
の
ビ
ジ
ュ
ア
ル

・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

重
要
性
は
更
に
増
す
と
い
う
。
Ｔ
」れ
か
ら
の
ビ

ジ
ネ
ス
で
は
、
企
業
間
提
携
、
Ｍ
＆
Ａ
、
ア
ウ
ト

ソ
ー
シ
ン
グ
な
ど
社
外
パ
ー
ト
ナ
ー
と
の
さ
ま
ざ

ま
な

『場
』
の
形
成
が
ま
す
ま
す
増
加
し
て
く
る
。

そ
の

『場
』
に
お
い
て
、
知
識
の
共
有

・
創
造

・

革
新
を
支
援
す
る
の
が
ビ
ジ
ュ
ア
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
だ
」
と
児
玉
氏
は
語
っ
た
。

「企
業
内
導
入
の
成
功
ポ
イ
ン
ト
”

意
思
決
定
に
適
し
た
マ

ュヽ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と

機
能
面
で
の
充
実
」

企
業
内
に
ビ
ジ
ュ
ア
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
・
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、
成
功
さ
せ
る
た
め
の

ポ
イ
ン
ト
は
何
だ
ろ
う
か
。
「ビ
ジ
ュ
ア
ル

・
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
メ
リ
ッ
ト
を
最
大
限
引
き

出
す
た
め
に
は
、
企
業
の
意
思
決
定
の
あ
り
方
と
、

そ
れ
に
伴
っ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
あ
り
方

と
を
同
時
に
刷
新
す
る
必
要
が
あ
る
。
ト
ッ
プ
ダ

ウ
ン
で
は
、
ビ
ジ
ュ
ア
ル

・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
強
制
的
に
利
用
さ
せ
る
よ
う
な
仕
組
み
を
作

る
。
ま
た
、
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

現
場
で
働
く
社
員
達
が
、
組
織
の
壁
を
越
え
て
人

的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
て
い
く
努
力
が
求
め

ら
れ
る
」
と
児
玉
氏
は
語
っ
た
。

一
方
、
機
能
面
で
は
ど
う
な
の
か
。
「
デ
ー
タ

共
有
は
も
ち
ろ
ん
、
画
面
上
で
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
共
有
で
き
る
も
の
で
あ
れ
ば
、
意
思
疎
通
が

さ
ら
に
う
ま
く
い
く
。
さ
ら
に
、
音
声
に
関
す
る

周
辺
機
器

（マ
イ
ク
、
ス
ピ
ー
カ
ー
な
ど
）
に
も

気
を
配
っ
て
お
け
ば
、
さ
ら
に
会
議
が
ス
ム
ー
ズ

に
運
べ
る
は
ず
だ
」。
た
だ
し
、
機
能
面
に
お
い

て
、
現
状
の
テ
レ
ビ
会
議
に
ユ
ー
ザ
ー
が
ま
だ
ま

だ
満
足
し
て
い
な
い
の
も
事
実
。
調
査
会
社
の
シ

ー
ド

・
プ
ラ
エ
ン
グ
に
よ
る
と
、
現
状
の
テ
レ
ビ

会
議
に
対
す
る
利
用
ュ
ー
ザ
ー
の
評
価
で
は
、
「満

足
」
。
「非
常
に
満
足
」
が
６
割
に
達
す
る

一
方
、

「や
や
不
満
」
が
３５
％
も
あ
る
。
児
玉
氏
に
よ
る

と
、
今
後
の
ビ
ジ
ュ
ア
ル

・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
・
シ
ス
テ
ム
に
は
、
「①
更
な
る
映
像

・
音
声

の
品
質
向
上
、
②
低
価
格
化
、
③
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ

宣伝会議●2005121



ョ
ン

・
ツ
ー
ル
の
導
入

（デ
ー
タ
共
有
機
能
、
チ

ャ
ッ
ト
機
能
）、
④
企
業
に
合
わ
せ
た
製
品
の
カ

ス
タ
マ
イ
ズ
」
の
４
点
が
求
め
ら
れ
る
と
い
う
。

つ
ま
り
社
内
導
入
を
成
功
さ
せ
る
た
め
の
ポ
イ
ン

ト
は
、
シ
ス
テ
ム

・
メ
ー
カ
ー
に
よ
る
機
能
の
更

な
る
向
上
と
、
ユ
ー
ザ
ー

（企
業
）
に
よ
る
ビ
ジ

ュ
ア
ル

・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
最
大
限
活
用

で
き
る
よ
う
な
体
制
づ
く
り
の
２
つ
で
あ
る
。

ビ
ジ
ュ
ア
ル
・コ
ミ
ユ

一ケ
ー
シ
ョ
ン
の
活
用
方
法

ビ
ジ
ュ
ア
ル

・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
ビ
ジ

ネ
ス
に
お
け
る
活
用
方
法
は
、
［図

。
２
］
に
あ

る
よ
う
に
千
差
万
別
で
あ
る
。
日
立
製
作
所
の
大

野
信
行
氏

（情
報

・
通
信
グ
ル
ー
プ
　
Ｃ
Ｍ
Ｏ
）

に
最
新
の
活
用
方
法
を
聞
い
て
み
た
。
金
融
業
界

で
は
、
「プ
ラ
イ
ベ
ー
ト

・
バ
ン
キ
ン
グ
の
よ
う

に
、
富
裕
層
の
人
に
複
雑
な
金
融
商
品
や
税
金
等

の
知
識
を
説
明
す
る
際
、
ビ
ジ
ュ
ア
ル

・
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

・
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
て
い
る
」

と
い
う
。
「支
店
に
来
て
頂
い
た
顧
客
に
対
し
て
、

金
融
商
品

・
税
金
等
の
知
識
を
持
つ
本
社
の
社
員

か
ら
の
電
話
だ
け
で
は
商
品
の
特
性
を
十
分
に
説

明
す
る
の
は
困
難
。
そ
の
よ
う
な
場
合
、
信
頼
を

醸
成
す
る
フ
ェ
イ
ス

・
ツ
ー

・
フ
エ
イ
ス
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
役
に
立
つ
」
。
ま
た
、
「グ
ロ

ー
バ
ル
に
ま
た
が
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

・
海
外
法
人

と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
お
い
て
も
、
わ
ざ

わ
ざ
飛
行
機
で
飛
ん
で
い
か
ず
、
テ
レ
ビ
電
話
会

[図・2]TV会 議システム。TV電 話の業種別導入事pllの一部

サービス 放送 教育・医療 建設・設備

□ 麗議
・
ン帥 ・軒部議話 ・学校間交流

・商品説明
・ディスプレイ

(飾り付け)

指導
・販売担当者

指導

・販売方法、

接客指導
・始業前の

健康状態

チェック

・本店から    ・ 遠隔授業
支店への指導、 ・医療研修
業務サポート  ・ 手術指導

・建設現場監督

業務

・システム運用

監視 ン視
・
得曾昌暑瞥?

・放送設備   ,ATM等 への  。 患者～病院、
(無人)監視   監 視      家 族宅

・建設現場監視
・防犯監視
システムと連動

棚 )戦
連動

。モデルルーム

遠隔営業

『堅肇≧)稲
婚式場中継

・ベットショップ

・TV番 組と

番組出演者の

中継

・学会中継

・礼拝

(宗教法人)

・ビデオサーブヾ

接続によるス  ・顧客コンサル
ポーツ選手等  テ ィング
ヘの応援

・新築住宅、

マンション
ヘの設置

・
著 監剛 樋信航

(出典1日本大学商学部・大学院商学科 児 玉 充教授)
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議
シ
ス
テ
ム
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
時
間
と
コ
ス

ト
の
両
面
で
節
約
に
な

っ
て
い
る
」
と
い
う
。
そ

の
他
、
シ
ス
テ
ム
開
発
の
分
野
で
も
ビ
ジ

ュ
ア

ル

・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
活
用
さ
れ
て
い
る

と
い
う
。
「例
え
ば
、
１
０
０
名
を
超
え
た
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
や
、
複
数
の
開
発
拠
点
に
ま
た
が
る
シ

ス
テ
ム
の
開
発
に
お
い
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
取
る
の
は
な
か
な
か
大
変
。
進
捗
状
況
、
特
異

な
数
字
が
出
た
と
き
に
、
相
手
の
顔
を
見
て
、
う

ま
く
進
捗
し
て
い
る
か
ど
う
か
確
認
す
る
う
え
で

特
に
効
果
的
」
と
大
野
氏
は
語
っ
た
。

「将
来
、
ビ
ジ
ュ
ア
ル

・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
ビ
ジ
ネ
ス
の
様
々
な
分
野
に
ま
で
浸
透
し
て

く
る
と
、
ワ
ー
ク
ス
タ
イ
ル
を
変
革
さ
せ
る
可
能

性
が
あ
る
。
例
え
ば
営
業
の
あ
り
方
が
変
わ
っ
て

く
る
だ
ろ
う
。
毎
日
の
よ
う
に
取
引
が
発
生
す
る

場
合
、
電
話
や
メ
ー
ル
で
や
つ
て
い
た
も
の
や
小

さ
な
打
ち
合
わ
せ
程
度
な
ら
テ
レ
ビ
電
話
会
議
に

置
き
換
わ
る
か
ら
だ
」
と
大
野
氏
は
強
調
し
た
。

２
一丈）聖イ″ｒシヨンの導入事例

日
立
八
イ
ブ
リ
ツ
ド
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
株
式
会
社

ビ
ジ
ュ
ア
ル

・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
他
社

に
先
駆
け
て
活
用
す
る
企
業
と
し
て
、
日
立
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ド
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

（本
社

¨
横
浜
市
西
区

み
な
と
み
ら
い
　
取
締
役
社
長

¨
南

忠
氏
）
の

~  一
・義

‐  ~ ― ▼

.ビ

ジ五乃レロコミfケ ーション

データファイルの共有も可能

テレビ電話会議システムを全社に導入
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事
例
を
取
り
上
げ
よ
う
。
同
社
は
最
先
端
の
情
報

通
信
技
術
を
駆
使
し
、
ユ
ビ
キ
タ
ス
時
代
に
対
応

し
た
各
種
組
込
み
系
シ
ス
テ
ム
の
エ
ン
ジ
エ
ア
リ

ン
グ
を
提
供
す
る
。
２
０
０
０
人
ほ
ど
の
エ
ン
ジ

エ
ア
を
擁
し
、
「Ｉ
Ｐ
＆
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
「モ
バ

イ
ル
＆
ワ
イ
ヤ
レ
ス
」
「デ
ジ
タ
ル
家
電
＆
Ｏ
Ａ
」

「自
動
車
＆
Ｉ
Ｔ
Ｓ
」
を
コ
ア
事
業
と
し
て
い
る
。

同
社
は
今
年
５
月
の
本
社
移
転
を
き

っ
か
け
に
、

全
社
員
が
自
席
の
パ
ソ
コ
ン
で
テ
レ
ビ
電
話
や
会

議
、
資
料
共
有
が
で
き
る
、
同
社
製
品
の
ビ
ジ
ュ

ア
ル
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム

『Ｎ
ｅ
ｔ

Ｃ
Ｓ
』
を
全
社
導
入
し
た
。
Ｉ
Ｐ
電
話
端
末
１
１

３
０
台
、
テ
レ
ビ
電
話
ソ
フ
ト
内
蔵
の
パ
ソ
コ
ン

端
末
６
５
０
台
と
い
う
国
内
最
大
規
模
で
の
本
格

稼
動
と
な
る
。
Ｎ
ｅ
ｔ
Ｃ
Ｓ
は
、
パ
ソ
コ
ン
と
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境
が
あ
れ
ば
、
自
席
の
パ
ソ
コ
ン

か
ら
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
映
像
、
音
声
、
デ
ー
タ

（フ
ア
イ
ル
）
を
共
有
し
た
Ｔ
Ｖ
電
話
会
議
が
行
え

る
。ま
た
、
テ
レ
ビ
電
話

・
会
議
中
で
も
、
「パ
ワ
ー

ポ
イ
ン
ト
」、
「
エ
ク
セ
ル
」
な
ど
の
フ
ァ
イ
ル
を
、

双
方
向
で
添
削
、
変
更
、
保
存
が
で
き
る
。
全
社

導
入
の
効
果
と
し
て
、
「リ
ア
ル
タ
イ
ム
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
可
能
と
な
り
、
日
に
見
え
る
生

産
性
の
向
上
や
コ
ス
ト
の
低
減
だ
け
で
な
く
、
全

社
員
が
導
入
す
る
こ
と
に
よ
る
業
務
改
革
の
効
果

と
、
結
果
と
し
て
ワ
ー
ク
ス
タ
イ
ル
の
革
新
に
つ

な
が
っ
て
い
る
」と
南
社
長
は
語
る
。例
え
ば
、
「
ハ

ー
ド
技
術
者
が
ソ
フ
ト
の
問
題
を
抱
え
て
も
瞬
時

に
ソ
フ
ト
技
術
者
に
相
談
、技
術
共
有
が
で
き
、
ク

ラ
イ
ア
ン
ト
の
課
題
に
対
し
て
包
括
的
に
ソ
リ
ュ

ー
シ
ョ
ン
を
提
供
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
」

こ
と
を
挙
げ
る
。
こ
れ
は
、
冒
頭
に
ト
ヨ
タ
自
動

車
が
モ
ノ
づ
く
り

・
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
へ
の

こ
だ
わ
り
か
ら
、
テ
レ
ビ
電
話
会
議
シ
ス
テ
ム
を

戦
略
的
に
活
用
し
て
い
る
話
を
思
い
出
さ
せ
る
。

今
回
、
実
際
導
入
し
活
用
し
て
い
る
日
立
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ド
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
社
員
が
、
ど
の
よ
う

に
全
社
導
入
に
よ
る
効
果
を
捉
え
て
い
る
か
、
同

社
が
行
な
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
注
目
し
た
。

［図

・
３
］
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
か
ら
も
分
か
る

よ
う
に
、
同
社
社
員
は
全
社
導
入
の
効
果
を
前
向

き
に
考
え
て
い
る
よ
う
だ
。

日
立
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
協
力
を

得
て
、
同
社
製
品

（Ｎ
ｅ
ｔ
Ｃ
Ｓ
）
を
導
入
し
た

顧
客
か
ら
、
導
入
動
機
や
メ
リ
ッ
ト
な
ど
に
つ
い

て
、
長
岡
市
と
豊
田
市
の
担
当
者
の
方
に
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
を
実
施
し
た
。
両
市
に
共
通
し
て
い
る
の

は
、
次
の
３
点
。
第

一
に
、
両
市
は
自
治
体
の
中

で
も
Ｉ
Ｔ
の
取
り
組
み
に
対
し
て
先
進
的
で
あ
る

こ
と
だ
。
長
岡
市
は
Ｉ
Ｔ
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
が
非

常
に
浸
透
し
て
い
る
。　
一
方
、
豊
田
市
は
ト
ヨ
タ

自
動
車
の
お
膝
元
で
、
公

・
民
の
垣
根
が
低
い
。

そ
の
た
め
両
市
と
も
地
域
住
民
に
対
す
る

「サ
ー

ビ
ス
の
質
」
に
対
し
て
積
極
的
に
改
善
を
図
っ
て

い
る
。
第
二
に
、
両
市
は
将
来
、
ビ
ジ
ュ
ア
ル

・

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
活
用
範
囲
を
拡
大
す
る

こ
と
に
前
向
き
だ
。
第
三
に
、
両
市
と
も
慎
重
に

ビ
ジ
ュ
ア
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
シ
ス
テ

ム
の
機
能
面
を
検
討
し
て
い
る
こ
と
だ
。
採
用
に

当
た
っ
て
１０
数
社
の
製
品
を
比
較
検
討
し
た
と
い

う
。
今
後
各
自
治
体
が
、
明
確
な
選
定
基
準
―
―

①
映
像

・
音
声
の
品
質
、
②
価
格
、
③
コ
ラ
ボ
レ

ー
シ
ョ
ン
・
ツ
ー
ル
の
導
入
、
④
製
品
の
カ
ス
タ

マ
イ
ズ
ー
ー
を
基
に
、
積
極
的
に
テ
レ
ビ
電
話
会

議
を
導
入
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

３
“結論

ビ
ジ
ュ
ア
ル

・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
は
、

「場
所
、
時
間
、
費
用
に
と
ら
わ
れ
な
い
、
映

像

・
音
声

。
デ
ー
タ
を
統
合
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
」
を
意
味
し
、
そ
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
組
織

内

・
外
で
の
意
思
疎
通
を
容
易
に
し
、
『創
造
的

経
営
』
を
実
現
す
る
こ
と
だ
。
ビ
ジ
ュ
ア
ル
・
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
威
力
を
知
る
企
業
や
自
治

体
は
、
既
に
ビ
ジ
ュ
ア
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
積
極
的
に
活
用
し
、
さ
ら
に
は
全
社

・
全
組

織
レ
ベ
ル
の
導
入
さ
え
検
討
し
て
い
る
。
た
だ
し
、

た
だ
単
に
企
業
内
に
ビ
ジ
ュ
ア
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
・
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
て
も
成
功
す
る

わ
け
で
は
な
い
。
成
功
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
「シ
ス

テ
ム

・
メ
ー
カ
ー
に
よ
る
機
能
の
更
な
る
向
上
」

と

「
ユ
ー
ザ
ー

（企
業
）
に
よ
る
ビ
ジ
ュ
ア
ル
・

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
最
大
限
活
用
で
き
る
よ

う
な
組
織
づ
く
り
」
の
二
つ
で
あ
る
。
最
後
に
、
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ビジュアル・コミュニケーション

[図・3]日立Aイ ブリッドネットワーク 社内アンケート

相手の顔を見て話すのは円滑な
コミュニケーションの手助けになる

言語が異なる者同士のコミュニケーションが取りやすい

(筆談など)。

電話中に随時ドキュメントを

共有できる機能があれば便利

自席でPCを使用しなが5

会議に参加出来るのは便利

ワークスタイル革新の実現になると思う

・管理職として、部下の仕事の進捗状況を逐次確認可能。
・営業で積極的にW会 議を利用、出張回数が減つた。

ビ
ジ
ュ
ア
ル

・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
将
来
性

に
つ
い
て
は
、
日
立
製
作
所
の
大
野
氏

（情
報

・

通
信
グ
ル
ー
プ
　
Ｃ
Ｍ
Ｏ
）
の
コ
メ
ン
ト
で
締
め

く
く
り
た
い
。
「発
売
当
時
の
携
帝
電
話
は
、
『大

き
く
持
ち
運
べ
な
い
』
翌
日質
悪
い
』
『ス
イ
ッ
チ

を
入
れ
て
も
い
つ
電
話
が
か
か
っ
て
く
る
か
分
か

ら
な
い
』
『料
金
が
高
い
』
と
言
わ
れ
て
い
た
。

そ
の
後
、
携
帯
電
話
が

一
人

一
台
ま
で
普
及
し
て

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
き
く
変
え
た
が
、
発

売
当
時
に
携
帯
電
話
の
こ
の
よ
う
な
威
力
を
予
想

し
て
い
た
人
は
誰
も
い
な
い
だ
ろ
う
。
同
様
に
、

か
つ
て
の
テ
レ
ビ
電
話
会
議
シ
ス
テ
ム
は
、
『金

額
が
高
く
』
、
『画
質
が
悪
く
』
、
『場
所
を
取
る
』

も
の
で
あ
っ
た
。
今
後
、
テ
レ
ビ
電
話
会
議
シ
ス

テ
ム
が
全
社
に

一
人

一
台
に
行
き
渡
る
と
、
こ
れ

か
ら
全
く
違
う
新
し
い
使
い
方
が
生
ま
れ
て
く
る

と
考
え
て
い
る
。
日
常
の
ス
タ
イ
ル
、
ワ
ー
ク
ス

タ
イ
ル
を
変
え
る
存
在
と
な
り
得
る
だ
ろ
う
」。

〕序

伸
久
署
中
の
ぶ
ひ
査

マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
・コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
会
社
、岸
・ア
ン
ド
・ア
ソ
シ

エ
ー
ツ
代
表
取
締
役
。日
系
・外
資
系
の
企
業
経
営
者
対
象
の
サ
ロ
ン

「フ
ァ
ー
ス
ト
・ウ
ェ
ン
ズ
デ
ー
」を
主
催
。

Ａ
Ｉ
パ
ー
ド
大
学
大
学
院
を
経
て
、
Ｓ
Ａ
Ｉ
Ｓ
（ジ
ョ
ン
ズ
ホ
プ
キ
ン

ズ
高
等
国
際
問
題
研
究
大
学
院
）
に
て
国
際
関
係
論
（国
際
経
済
・ア

ジ
ア
研
究
）
で
修
士
。そ
の
後
Ｉ
Ｍ
Ｄ
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
に
て
可
Б
‐

ｃ
Ｓ
ヨ
ご
【
ｍ
×
Ｏ
ｏ
二
↓く
０
口
ｏ
く
０
丁
０
ヨ
Φ
ユ
修
了
。
ダ
ウ
。ジ
ョ
ー
ン

ズ
社
イ
ン
タ
ー
ン
時
に
ウ
ォ
ー
ル
・ス
ト
リ
ー
ト
・ジ
ャ
ー
ナ
ル
紙
に

署
名
記
事
を
寄
稿
。
そ
の
後
”コ
ー
ル
ド
マ
ン
・
サ
ツ
ク
ス
証
券
投
資

銀
行
部
門
に
て
企
業
の
Ｍ
＆
Ａ
、株
式
公
開
、ｌ
Ｒ
（イ
ン
ベ
ス
タ
ー
・

リ
レ
ー
シ
ョ
ン
ズ
）を
中
心
と
し
た
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
業
務
に
従
事
。

会議中にリアルタイムで議事録作成可能。

共同作業の作業過程で気軽に相談できるようになつた。
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